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き
ま
す
が
、
日
専
校
に
行
く
と
生
徒

全
員
が
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
く

れ
ま
す
。
元
気
な
挨
拶
は
周
囲
を
元

気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ほ
ん
の
数
秒

の
挨
拶
で
環
境
を
変
え
ら
れ
る
の
だ

か
ら
、
ま
さ
に
運
命
を
変
え
て
「
笑

う
門
に
は
福
来
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
考
え
方
」
と｢

運

命｣

は
直
接
結
び
つ
く
と
は
思
え
な

い
よ
う
で
す
が
、
先
述
の
よ
う
な
技

能
五
輪
選
手
の
活
躍
、
日
専
校
生
徒

の
挨
拶
の
よ
う
な
事
例
を
冒
頭
の
文

章
の
よ
う
に
段
階
を
踏
ん
で
考
え
る

と
、
す
と
ん
と
腹
に
落
ち
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
も

｢

考

え
方｣

を
少
し
で
も
改
め
、｢

運
命｣

を
変
え
ら
れ
た
ら
と
自
省
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
工
同

窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

結
び
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

自
分
の
考
え
方
に
気
を
つ
け
よ
、

　
　
　
　
　

そ
れ
は
言
葉
に
な
る
。

自
分
の
言
葉
に
気
を
つ
け
よ
、

　
　
　
　
　

そ
れ
は
行
動
に
な
る
。

自
分
の
行
動
に
気
を
つ
け
よ
、

　
　
　
　
　

そ
れ
は
習
慣
に
な
る
。

自
分
の
習
慣
に
気
を
つ
け
よ
、

　
　
　
　
　

そ
れ
は
品
格
に
な
る
。

自
分
の
品
格
に
気
を
つ
け
よ
、

　
　
　
　
　

そ
れ
は
運
命
に
な
る
。

（
英
文
省
略
）

　

誰
の
言
葉
な
の
か
は
不
明
で
す
が
、

あ
る
中
学
校
の
野
球
部
の
顧
問
の
先

生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
文
章
で
す
。｢

考
え
方｣

が
「
言

葉
」
に
な
り
、
そ
れ
が
「
行
動
」
に

表
わ
れ
、
や
が
て
「
習
慣
」
に
な
り
、

そ
の
人
の
「
品
格
」
が
作
ら
れ
、
そ

し
て
や
が
て
そ
の
人
の
「
運
命
」
を

決
め
て
い
く･･･

。「
考
え
方
」
ひ

と
つ
が

｢

運
命｣

を
決
め
る
な
ん
て
、

何
を
大
げ
さ
な
と
い
う

｢

考
え
方｣

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
当
を
得
た

言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
囲
に
は
、
こ
こ
で
は

書
け
な
い
よ
う
な
耳
を
覆
わ
ん
ば

か
り
の
汚
い
言
葉
を
使
う
人
が
い
ま

す
。
人
に
対
し
て
使
っ
て
は
い
け
な

い
言
葉
で
す
し
、
使
っ
て
い
る
の
は

若
い
人
が
多
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
は
悲
し
い

限
り
で
す
。
言
わ
れ
た
人
が
ど
れ
だ

け
辛
く
、
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
か

･･･

。
そ
の
人
の

｢

心
の
在
り
様｣

が

そ
ん
な
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
社

会
人
と
し
て
自
分
の
言
葉
と
行
動
に

責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
当
た
り
前
で
す
し
、
言
葉
ひ
と
つ

で
人
は
傷
つ
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
開
催
さ
れ
た
技
能

五
輪
沖
縄
大
会
で
、
日
専
校
の
卒
業

生
た
ち
が
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め

て
く
れ
た
の
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
応
援
に
行
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
課
題
を
完

了
さ
せ
て
審
査
員
の
評
価
を
受
け
て

い
る
間
の
選
手
の
表
情
は
、
実
に
清

清
し
く
、
や
る
べ
き
こ
と
は
全
て
や

り
き
っ
た
と
い
う
満
足
感
と
、
成
果

物
に
対
す
る
自
信
に
漲
っ
て
い
ま
し

た
。
技
術
を
極
め
た
い
と
い
う
想
い

が
、
厳
し
い
訓
練
と
い
う
行
動
と
な

り
、
技
能
と
い
う
習
慣
を
体
に
し
み

こ
ま
せ
、
競
技
を
通
じ
て
品
格
に
昇

華
し
た
瞬
間
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま

し
た
。
選
手
た
ち
の
想
い
は
こ
う
し

て
日
専
校
の
後
輩
た
ち
に
脈
々
と
引

き
継
が
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
専
校
で
は
、
人
間
力
の

成
長
を
促
す
育
成
方
法
と
し
て
い
く

つ
か
の
活
動
を
実
践
し
て
お
り
、
そ

の
中
に｢

大
き
な
声
で
挨
拶
す
る｣

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冒
頭
の
文
章
に

沿
っ
て
言
え
ば
、
人
間
力
を
高
め
よ

う
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
を

言
葉･

行
動
に
起
こ
し
て

｢

大
き
な

声
で
挨
拶
す
る｣

と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。
や
が
て
は
、
そ
れ
が
生

徒
た
ち
の
品
格
に
な
り
、
卒
業
後
の

日
立
グ
ル
ー
プ
で
の
大
い
な
る
活
躍

と
い
う
運
命
を
決
定
す
る
の
で
し
ょ

う
。
私
も
年
に
何
度
か
日
専
校
に
行

「
考
え
方
」
が

　
　
「
運
命
」
を
決
め
る

株
式
会
社
日
立
製
作
所
　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

プ
ロ
ダ
ク
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

人
事
総
務
本
部
　
総
務
部

石

原

宏

部
　
長

今
号
の
主
な
内
容

事
業
所
幹
部
ご
所
感　
　
　
　
　

１
面

地
区
活
動
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
面
〜
３
面

技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
座
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
面
〜
５
面

技
能
五
輪
「
沖
縄
大
会
」
取
材
（
Ⅱ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
面

日
立
支
部
「
絆
杯
」・

自
分
を
元
気
に
す
る
方
法　
　
　

７
面

学
校
だ
よ
り　
　
　
　
　

８
面
〜
９
面

本
部
会
員
の
頁　
　
　
　

10
面
〜
12
面

勝
田
地
区
卒
回
の
集
い
・
社
外
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
面

社
内
表
彰
・
会
員
の
消
息　
　
　

14
面
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（
３
頁
へ
続
く
）

日
立
グ
ル
ー
プ
に
就
職
す
る
生
徒
だ
け

に
な
る
。

②
寮
の
食
事

　
　

１
月
か
ら
日
京
ク
リ
エ
イ
ト
の
賄
い

方
式
を
廃
止
し
た
。
朝
は
バ
イ
キ
ン
グ

方
式
、
昼
は
弁
当
、
夜
は
ケ
イ
タ
リ
ン

グ
方
式
に
切
り
替
え
た
。
食
事
内
容
の

満
足
度
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

③
校
内
環
境
改
善
中
。
八
紘
ヶ
丘
の
裏
、

野
球
部
部
室
の
後
ろ
の
森
に
、
匠
の
道
、

紅
葉
ヶ
池
（
以
前
の
名
は
、
隠
れ
池
）

を
再
整
備
中
。
是
非
ご
訪
問
い
た
だ
き

た
い
。
尚
、
同
窓
会
よ
り
草
刈
、
木
の

伐
採
の
ご
支
援
も
頂
い
て
い
る
。

④
新
学
期
か
ら
の
改
定
内
容

・
全
生
徒
に
グ
ー
グ
ル
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ

（
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
）
を
配
布
す
る
。
校

内
（
寮
の
個
室
以
外
）
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

環
境
整
備
完
了
し
て
お
り
、
動
画
の
活

用
、
学
習
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い
く
。

・
１
時
限
の
授
業
時
間
を
50
分
か
ら
45
分

に
変
更
す
る
。
部
活
時
間
を
15
時
20
分

〜
17
時
50
分
と
し
、
就
寝
時
刻
は
22
時

と
な
る
。

・
今
後
、
選
択
科
目
を
受
講
す
る
方
式
を

検
討
し
た
い
。
企
業
人
の
養
成
学
校
と

し
て
、
技
能
五
輪
、
資
格
取
得
、
そ
の

他
企
業
で
必
要
な
知
識
・
技
能
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
安
全
、
Ｑ
Ｃ
な
ど
）

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
技
能
検
定
、

危
険
物
な
ど
各
種
資
格
の
合
計
点
数
が

45
点
以
上
の
者
に
授
与
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ

ア
マ
イ
ス
タ
ー
（
ゴ
ー
ル
ド
）
受
賞
者

星
代
表
副
会
長
挨
拶

　

本
日
は
、
休

日
に
も
関
わ
ら

ず
多
く
の
皆

様
に
、
お
集
ま

り
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
日
工
同
窓
会
本
部
に
対
し
ま
し
て
、

ご
支
援
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
８
年
度
の
活
動
も
終

盤
戦
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
支
部
、

各
地
区
で
の
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
私
ど
も
日
工
同

窓
会
の
強
み
は
、
会
員
同
士
の
絆
で
あ
り
、

後
輩
を
導
き
、
助
け
合
い
、
そ
し
て
、
自

ら
努
め
励
む
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

日
工
同
窓
会
の
存
在
意
義
は
、
人
に

よ
っ
て
人
を
育
み
、
輝
か
せ
る
た
め
の
働

き
か
け
と
導
き
に
労
を
惜
し
ま
ず
、
人
材

育
成
の
場
を
維
持
し
、
強
化
す
る
こ
と
で

す
。
地
区
制
度
を
始
め
た
目
的
は
、
地
区

間
の
人
員
の
異
動
等
の
把
握
、
地
区
間
の

連
携
を
強
化
し
、
小
さ
な
本
部
を
作
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
支
部
行
事
自
体
の
開
催

が
難
し
く
な
っ
た
支
部
の
支
援
を
目
的
に

地
区
制
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
確
実
に
定

着
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
日
の
研
修
会
を
参
考
に
、
来
年
度

は
、
各
地
区
が
ど
う
す
れ
ば
、
効
率
よ
く

会
員
の
動
向
を
把
握
出
来
る
の
か
、
行
事

へ
の
参
加
率
を
ど
う
上
げ
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
考
え
、
支
部
長
、
幹
事
各
位
は
会

員
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

郵
送
で
出
欠
を
と
る
の
で
は
な
く
、
是
非
、

会
員
の
見
え
る
化
活
動
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

本
日
は
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
活
発
な
討
議
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

山
﨑
会
長
挨
拶

１
．
学
校
の
近
況
に
つ
い
て

①
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
の
生
徒
数
は
、

高
等
課
程
が
３
年
生
（
105
回
）
91
名
、

２
年
生
（
106
回
）
84
名
、
１
年
生
（
107

回
）
73
名
、
専
門
課
程
が
10
名
で
、
総

数
258
名
と
な
る
。

２
０
１
９
年
度

入
学
か
ら
、（
Ｍ

Ｈ
Ｐ
Ｓ
）
配
属

が
な
く
な
り
、

　

去
る
２
月
２
日
（
土
）、
ひ
た
ち
な
か
市
の
勝
田
駅
前
の｢

日
立
総
合
技
術
研
修
所｣

に
於
い
て
、｢

第
11
回 

地
区
活
動
連
絡
協
議
会｣

が
開
催
さ
れ
た
。
星
代
表
副
会
長

の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
各
地
区
の
活
動
状
況

報
告
で
は
、
現
在
の
状
況
や
問
題
点
や
悩
み
事
等
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
各
支
部
の
悩
み
事
や
問
題
点
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
交
流

を
深
め
、
最
後
に
校
歌
と
寮
歌
を
斉
唱
し
、
散
会
し
た
。

第
　
回 

地
区
活
動
連
絡
協
議
会

11
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（
２
頁
の
続
き
）

【
京
浜
地
区
】

大
内　

秀
芳
氏
（
72
卒
・
神
奈
川
）

　

京
浜
・
小
田

原
・
厚
木
・
神

奈
川
の
４
支
部

で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
厚
木
支

部
以
外
は
新
入
会
員
が
入
ら
な
い
為
、
会

員
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
会
員
が
少
な

い
分
家
族
参
加
型
の
行
事
を
行
う
事
が
で

き
、
家
族
間
の
交
流
も
図
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
地
区
行
事
へ
の
本
部
か
ら
の
参

加
を
継
続
し
て
お
願
い
し
た
い
。

【
県
西
地
区
】

菊
池　

智
之
氏
（
76
卒
・
栃
木
）

　

下
館
・
結
城
・

栃
木
の
３
支
部

で
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
会
社

施
策
に
よ
る
異

動
が
多
く
、
今
後
を
不
安
視
す
る
意
見
が

あ
る
。
３
支
部
合
同
で
の
交
流
会
を
継
続

し
て
実
施
し
て
お
り
、
本
年
で
35
回
目
で

あ
る
。
栃
木
支
部
の
会
員
数
が
減
少
（
現

在
４
名
）
支
部
存
続
の
危
機
で
あ
る
。
本

部
で
は
定
年
後
再
雇
用
の
Ｏ
Ｂ
を
継
続
し

て
正
会
員
と
出
来
な
い
か
、
本
部
に
お
け

る
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

【
県
南
地
区
】

 

大
平　

英
樹
氏
（
76
卒
・
建
機
）

　

土
浦
・
建
機
・
Ｓ
Ｈ
カ
ッ
パ
ー
の
３
支

部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
２
０
１
９
年

度
か
ら
Ｓ
Ｈ
カ

ッ
パ
ー
は
日
立

金
属
土
浦
に
支

部
名
を
変
更
）

昨
年
度
初
め

て
実
施
し
た
合
同
懇
親
会
を
、
今
年
度
も

本
部
か
ら
の
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
実
施

し
た
。
支
部
事
情
が
違
う
為
、
苦
労
点
も

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
土
浦
＝
会
員
数
が
多

く
交
替
勤
務
も
あ
る
為
、
参
加
率
が
低
い
。

建
機
＝
５
工
場
に
分
散
し
て
い
る
為
、
場

所
・
日
程
計
画
が
難
し
い
。
Ｓ
Ｈ
カ
ッ
パ
ー

＝
会
員
数
が
減
少
し
行
事
立
案
に
苦
慮
。

引
き
続
き
、
本
部
か
ら
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

山
﨑
会
長
講
評

　

会
費
の
徴
収
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
問
題
が
出
て
き
て
い
る
が
、
大

切
な
の
は
魅
力
あ
る
同
窓
会
を
作
る
こ
と
。

　

現
在
は
、
会
費
に
合
わ
せ
て
、
行
事
も

支
部
単
位
が
基
本
だ
が
、
日
立
地
区
、
勝

い
た
め
、
若
手
会
員
が
交
流
で
き
る
よ
う
、

本
部
で
の
行
事
企
画
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

【
日
立
南
地
区
】

小
林　

淳
一
氏
（
73
卒
・
大
み
か
）

　

国
分
・
多
賀
・

大
み
か
・
日
研

の
４
支
部
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

幹
事
は
１
年

毎
の
輪
番
制
と
し
、
各
支
部
と
も
メ
イ
ン

行
事
に
は
他
支
部
の
役
員
を
招
待
し
て
互

い
の
親
睦
を
深
め
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

る
。
近
年
は
働
き
方
改
革
に
よ
り
、
支
部

活
動
の
時
間
も
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
会
費
の
準
公
金
取
り
扱
い

が
今
後
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
本
部
と
し
て
は
こ
の
点
を
ど
う
お

考
え
か
見
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

【
勝
田
地
区
】

圷　
　
　

太
氏
（
67
卒
・
佐
和
）

　

勝
田
・
石
神
・

水
戸
・
那
珂
・

佐
和
の
５
支
部

で
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
幹

事
は
会
員
数
を
考
慮
し
、
水
戸
・
那
珂
・

佐
和
の
３
支
部
で
持
ち
回
り
に
し
て
い
る
。

本
部
か
ら
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
た
事
で

前
年
同
様
の
行
事
開
催
が
困
難
と
な
り
、

地
区
行
事
だ
っ
た
「
技
能
五
輪
ご
く
ろ
う

さ
ん
会
」
を
廃
止
し
た
。

は
103
回
生
９
名
、
104
回
生
34
名
と
激
増

し
た
。

【
日
立
地
区
】

狩
野　
　

隆
氏
（
68
卒
・
日
立
）

　

日
立
支
部

単
体
で
地
区
扱

い
で
の
活
動
し

て
お
り
、
本
年

度
は
納
涼
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
に
来
賓
含
め
250
名
で
開
催
、
ま

た
日
専
祭
で
は
バ
ザ
ー
を
出
展
さ
せ
る

な
ど
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
日
立
支
部

は
、
日
立
製
作
所
・
Ｈ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
・
Ｍ
Ｈ
Ｐ

Ｓ
・
日
立
の
３
社
連
合
で
行
い
５
年
が
経

ち
、
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
電
製
支
部
が

新
会
社
に
な
る
予
定
で
、
今
後
、
地
区
活

動
を
会
社
毎
に
単
独
で
行
う
こ
と
に
つ
い

て
検
討
が
必
要
か
も
知
れ
な
い
。

【
日
立
北
地
区
】

大
河
原　

孝
氏
（
70
卒
・
日
高
）

　

本
年
で
10

年
目
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
今

年
も
魅
力
あ
る

企
画
を
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
い
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
立
北
支

部
は
、
日
立
金
属
・
日
立
パ
ワ
ー
・
日
立

化
成
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
日

立
金
属
は
、
最
近
に
な
り
日
専
校
生
並
び

に
専
門
課
程
生
の
採
用
が
１
名
ず
つ
少
な

田
地
区
な
ど
、
地
区
単
位
の
活
動
も
有
効

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
卒
業
後
５
年
研
修
を

日
専
校
と
同
窓
会
の
合
同
で
開
催
し
て
は

ど
う
か
。
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（
５
頁
へ
続
く
）

　

今
年
度
の
「
第
56
回
全
国
技
能
五
輪
全

国
大
会
」
は
、
沖
縄
県
で
10
月
27
日
〜
11

月
４
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会

に
は
、
59
名
の
同
窓
生
が
選
手
と
し
て
出

場
し
、
金
銀
銅
併
せ
て
18
名
が
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
好
成
績
を

収
め
た
。
こ
の
座
談
会
で
は
、
メ
ダ

リ
ス
ト
13
名
（
５
名
欠
席
）
と
広
報

委
員
８
名
が
集
い
、
賑
や
か
な
雰
囲

気
の
中
広
報
（
木
村
）
副
主
査
の
挨

拶
に
よ
り
座
談
会
が
開
始
さ
れ
た
。

　

座
談
会
で
は
時
間
も
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
を
発
表
し
て
も
ら
う
ス
タ
イ

ル
で
進
行
し
た
が
、
ど
の
メ
ダ
リ
ス

ト
も
立
派
な
内
容
・
報
告
態
度
で
あ

り
、
自
信
に
溢
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
大
会
当
日
の
裏
話
や
事
前
準

備
の
苦
労
話
な
ど
対
談
す
る
こ
と

も
で
き
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
技
能
五

輪
の
奥
深
さ
に
委
員
全
員
が
感
銘

を
受
け
た
。

　

技
能
五
輪
を
や
ろ
う
と
し
た

き
っ
か
け
は
、様
々
だ
っ
た
が
、や
っ

て
良
か
っ
た
と
メ
ダ
リ
ス
ト
が
感

　

去
る
１
月
19
日
（
土
）、
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
０
３
会
議
室
に
お
い
て
、
広

報
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
と
の
座
談
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
で
活
躍
し
た
選
手
に
、
成
果
を
上
げ
る
ま
で

の
苦
労
や
努
力
、
大
会
の
内
幕
等
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
座
談
会

第
56
回 

全
国
技
能
五
輪
全
国
大
会

技
能
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
座
談
会

①技能五輪選手、先輩方に憧れて
②日専校の時に先生から勧められて
③全国、世界の舞台に挑戦したかったから
④自分の技能を試したかったから

①技能五輪選手、先輩方に憧れてが最も回
答が多く、日頃から先輩方の姿を後輩は
良く見ていることが伺える。
②全国、世界で一番になってみたいという
夢を若くして持っていたようだ。

①来年の国際大会へ出場（２名）

②来年も技能五輪選手として挑戦（５名）

③職場復帰（11名）

今後も訓練成果を存分に発揮し、輝く栄冠

を勝ち取ることを期待している。職場復帰

される選手の皆さん、感動をありがとう！

①結果や点数につながらず伸び悩んだこと

②朝早く起きること、体調管理が大変だった

③２年間モチベーションを保ち続けること

④周囲からのプレッシャーに打ち克つこと

訓練の成果が思うように上がらず、悩むこ

とは多くあったようだ。また、年間を通じ

て体調管理に配慮するなど苦労ばかりの毎

日だった。

①同じ失敗を繰り返さないよう心掛けた
②自分の得意なこと、苦手なことを知るようにした
③毎日目標を１つ決めて、達成することを意識した
④選手と指導者のコミュニケーションを良好にする
こと

失敗しないためには？失敗したらどうする
か？を各選手とても良く考え、前向きに意
識改革をしていました。私達、先輩も学ぶ
ことが多くありそうだ。

①沖縄に長期滞在しながら観光できなかった
②他職種、企業間のつながりが多く楽しかった
③競技当日に記録的な大雨が降ったこと
④競技開始１分前に競技ブースにムカデが出てス
トップした

各選手とも多少のトラブルはあったようだ
が、それをものともせず結果を出したのは
お見事！どの選手にしても思い出に残る沖
縄大会となったようだ。

①技能の向上、精神面の強化ができた

②訓練を通じてたくさんの仲間ができた

③気遣いや社会のマナーを学べたこと

④普段できない経験をすることができた

ほぼ全ての選手が技術、精神面について大

きな成長ができたと回答。結果がどうであ

れ、選手達は技能五輪に挑戦して良かっ

た！の一言だった。

①会社生活の中で日本一、世界一を目指せる機会は
そう無いはずです。技能五輪で培ったものは今後
の人生に大きく活きると思う

②思いついたことは全て行い、たくさん失敗すること
③自分の限界にどんどんチャレンジしてください
④後悔しない道を進んでほしい（やらずに後悔より
もやって後悔）

今回も非常に有難いアドバイスをいただい
た。

メダリストの回答（抜粋） 補足・取材者感想質問事項

今後出場する選手や

挑戦を考えている後

輩へのアドバイス

技能五輪に挑戦して

良かった点

技能五輪をやろうと
したきっかけ

今後の進路

（指導員や職場復帰）

技能五輪をやって大

変だった点

大会でのハプニン
グ、面白エピソード、
沖縄の所感など
（自由記入）

結果を出すために特
に心掛けた点
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（
４
頁
の
続
き
）

◎
銀
賞

じ
た
こ
と
は
、「
訓
練
・
大
会
を
通
じ
て

自
身
の
成
長
が
で
き
た
こ
と
」
だ
っ
た
。

自
身
の
成
長
の
中
に
は
、
物
事
の
考
え
方

が
変
わ
っ
た
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

が
向
上
し
た
・
自
分
の
強
み
弱
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

堂
々
と
話
す
メ
ダ
リ
ス
ト
に
委
員
一
同
は

後
輩
会
員
へ
の
逞
し
さ
を
感
じ
る
瞬
間
と

な
っ
た
。

　

一
つ
の
事
に
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
た
成
果

が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
選
手
に
自
信
と
向

上
心
を
与
え
、
更
に
成
長
を
望
む
後
輩
達

の
意
識
の
高
さ
に
驚
愕
す
る
時
間
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
技
能
五
輪
は
、「
技
能
を

高
め
競
い
合
う
事
」
だ
け
に
目
が
行
き
が

ち
だ
が
、「
本
人
の
成
長
に
資
す
る
」
と

い
う
部
分
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
成
果

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
ば
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、「
次
世
代
の
五
輪
選
手
に
贈
る

ア
ド
バ
イ
ス
」
を
メ
ダ
リ
ス
ト
か
ら
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。

・
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良

好
に
し
て
お
く
こ
と
。

・
訓
練
も
大
会
も
楽
し
む
こ
と
が
大
切
。

（
考
え
過
ぎ
な
い
こ
と
）

・
一
つ
一
つ
の
作
業
に
は
意
味
が
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
。

・
失
敗
を
受
け
止
め
て
、
そ
こ
か
ら
成
長

す
る
こ
と
。

　

技
能
五
輪
選
手
と
し
て
の
経
験
は
、
自

ら
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、
今
後
の
人
生
の

大
き
な
糧
に
な
る
は
ず
と
メ
ダ
リ
ス
ト
達

は
話
す
。
今
後
は
、
選
手
と
し
て
継
続
挑

戦
す
る
者
、
職
場
復
帰
す
る
者
、
指
導
者

と
な
る
者
と
進
路
は
分
か
れ
る
が
、
貴
重

吉田　悠太氏
（102卒・日立：土浦）

電気溶接

◎
銅
賞

◎
金
賞

橋本　可成氏
（101 卒・日立ＡＭＳ：厚木）

精密機器組立て

大内　詩史氏
（101卒・日立ハイテク）
メカトロニクス

渡邉　湧芽氏
（101卒・ＨＭＳ）
メカトロニクス

小泉　拓也氏
（103卒・日立：土浦）

電気溶接

塩澤　隼人氏
（103卒・日立：土浦）

旋　盤

吉岡　秀訓氏
（102卒・日立ＡＭＳ：佐和）
精密機器組立て

小倉　佑介氏
（102 卒・日立ＡＭＳ：佐和）

抜き型

柴田　寛斗氏
（102卒・日立ＡＰ：多賀）

抜き型

鈴木　笙太氏
（102卒・ＭＨＰＳ：日立）
機械組立て

遠藤　啓太氏
（102卒・日立）
構造物鉄工

小姓堂和也氏
（102 卒・日立：大みか）
工場電気設備

黒澤　翔斗氏
（103 卒・日立：大みか）
工場電気設備

な
経
験
を
得
た
メ
ダ
リ
ス
ト
達
の
よ
り
一

層
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　

外
岡　

智
之
（
80
卒
・
大
み
か
）
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昨
年
11
月
３
日
（
土
）
〜
４
日
（
日
）

に
か
け
て
、
沖
縄
県
で
初
開
催
と
な
っ
た

技
能
五
輪
全
国
大
会
の
一
部
の
競
技
を
取

材
し
た
の
で
、
各
職
種
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
機
械
組
立
て
】

　

競
技
は
豊
見
城
市
民
体
育
館
に
て
行
わ

れ
た
。
取
材
を
行
っ
た
の
は
11
月
３
日
、

全
国
的
に
快
晴
の
天
気
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報

道
さ
れ
て
い
る
中
、
沖
縄
県
は
激
し
い
雨

に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
雨
音
は
体
育

館
内
に
も
聞
え
て
く
る
程
で
、
選
手
の
集

中
力
に
影
響
す
る
の
で
は
と
心
配
す
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
選
手
は
課
題
に
対
し

て
真
摯
に
向
き
合
っ
て
お
り
、
訓
練
で
積

み
上
げ
て
き
た
力
強
い
腕
と
ヤ
ス
リ
を
駆

使
し
何
度
も
摺
り
合
わ
せ
を
行
う
そ
の
姿

は
、
メ
ダ
ル
受
章
を
目
指
す
の
は
勿
論
、

蓄
積
し
て
き
た
技
術
と
体
力
を
全
て
発
揮

し
よ
う
と
す
る
姿
だ
っ
た
。

　

こ
の
競
技
は
、
各
社
・
各
個
人
で
道
工

具
の
種
類
や
配
置
が
異
な
り
、
ま
た
進
行

の
手
順
も
異
な
る
た
め
、
見
所
の
多
い
競

技
で
あ
っ
た
。

【
機
械
製
図
】

　

競
技
は
宜
野
湾
市
宜
野
湾
海
浜
公
園

（
体
育
館
）
に
て
行
わ
れ
た
。
機
械
製
図

競
技
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、

選
手
の
動
き
と
し
て
は
少
な
め
な
も
の
の
、

モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
め
る
視
線
と
時
折
手
に

す
る
電
卓
を
駆
使
し
て
、
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

　

こ
ち
ら
の
体
育
館
で
も
、
選
手
の
集
中

力
に
影
響
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
に
な
る

ほ
ど
、
屋
根
に
打
ち
付
け
る
雨
音
が
大
き

く
響
い
て
い
た
。

【
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
】

　

競
技
は
製
図
会
場
の
隣
り
、
宜
野
湾
市

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
た
。
二
人
一
組
で
行
わ
れ
る
こ
の
競

技
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
問
わ

れ
る
競
技
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
６
組
の
同

窓
生
が
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
、
課
題
の
分

析
や
役
割
分
担
等
を
常
に
相
談
し
な
が
ら
、

テ
キ
パ
キ
と
し
た
動
作
で
取
り
組
ん
で
い

た
。

【
電
気
溶
接
】

　

競
技
は
う
る
ま
市
内
の
賃
貸
工
場
で
行

わ
れ
た
。
他
市
の
会
場
と
異
な
り
広
大
な

工
業
団
地
の
一
角
に
会
場
が
あ
り
、
周
辺

は
建
物
が
建
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
殺
風

景
で
あ
っ
た
が
、
選
手
達
は
そ
の
分
競
技

に
集
中
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

選
手
は
常
に
溶
接
面
を
着
用
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
表
情
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
時
折
り
遮
光
板
を
上
げ
て
課

題
を
確
認
す
る
瞬
間
の
目
の
表
情
は
、
自

信
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　

こ
の
競
技
は
、
指
導
員
も
含
め
た
応
援

者
が
常
に
競
技
を
見
守
っ
て
い
る
た
め
、

選
手
達
は
落
ち
着
い
て
競
技
に
集
中
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
抜
き
型
】

　

競
技
は
電
気
溶
接
の
隣
り
の
会
場
の
賃

貸
工
場
で
行
わ
れ
た
。
狭
い
会
場
な
が
ら

多
く
の
選
手
と
多
く
の
応
援
団
に
よ
り
会

場
内
は
熱
気
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

　

組
ヤ
ス
リ
と
定
盤
、
ダ
イ
ヤ
ル
ゲ
ー
ジ

を
駆
使
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー
で

組
み
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
競
技
風
景
は
、

ま
さ
に
千
分
の
一
ミ
リ
を
競
う
姿
で
あ
っ

た
。

【
電
子
機
器
組
立
て
】

　

競
技
は
那
覇
市
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ

た
。
選
手
は
モ
ニ
タ
ー
と
図
面
、
計
測

機
器
を
交
互
に
使
用
し
て
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
同
窓
生
は
２
組
の
み
で
あ
り
、

他
社
の
選
手
に
囲
ま
れ
て
い
た
た
め
、
緊

張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
。

「
沖
縄
大
会
」取
材（
Ⅱ
）

技
能
五
輪
全
国
大
会

技
能
五
輪
全
国
大
会

技
能
五
輪
全
国
大
会

沖縄コンベンションセンター

メカトロニクス職種 機械組立て職種 機械製図職種

電気溶接職種電子機器組立て職種抜き型職種会場
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日
立
支
部　

第
13
回
グ
ル
ー
プ
対
抗

　

 
『
絆
杯
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』

　
日
専
校
を
訪
れ
る
外
部
の
方
た
ち
か
ら
、「
生
徒
さ
ん

達
は
、
特
に
挨
拶
が
ハ
キ
ハ
キ
し
て
い
て
、
礼
儀
正
し
い

で
す
ね
。」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
よ
く
頂
き
ま
す
。
そ
の

都
度
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

学
校
で
の
教
育
以
上
に
、
子
ど
も
時
代
の
良
い
育
て
方
が

影
響
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
の
会
員
の
中
に
は
、
家
庭
を
築
き
、
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。今
回
は
、

子
ど
も
の
良
い
育
て
方
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

私
自
身
、
２
人
の
子
ど
も
の
養
育
時
代
を
振
り
返
る
と
、

「
自
分
は
仕
事
に
専
念
、
子
ど
も
の
世
話
は
妻
に
お
任
せ
。

休
み
は
で
き
る
だ
け
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
。」
と
い
う

感
じ
で
し
た
。
最
近
は
、夫
婦
と
も
に
働
く
家
庭
が
多
く
、

子
育
て
も
夫
婦
共
同
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
父
親
も
母
親
も
、
仕
事
で
何
か
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま

り
、
家
に
帰
っ
て
は
子
ど
も
の
世
話
と
躾
。
両
方
で
結
構

大
変
な
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、
夫
婦
で
相
談
し
て
、
上
手

に
子
ど
も
の
養
育
作
戦
を
立
て
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
例
え
ば
「
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
」、

「
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
事
」
の
両
面
か
ら
、
２
つ
ず
つ
決

め
て
実
行
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
以
下
、
私
の

反
省
を
踏
ま
え
た
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。
因
み
に
、
こ
の

文
章
を
妻
に
見
せ
た
所
、「
下
記
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
中
で
、

あ
な
た
が
実
行
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
け
ど
ね
。」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
基
本
的
な
考
え
方
で
す
が
、「
親
馬
鹿
に
な
る
」

こ
と
で
す
。
親
馬
鹿
は
、
辞
書
で
は
「
親
が
、
子
に
対
す

る
愛
情
に
溺
れ
て
、
子
が
愚
か
な
事
を
し
て
も
気
づ
か
な

い
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
私
の
言
う
親
馬
鹿
は
、
違
っ
て

い
て
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
す
。

１
　
自
分
の
子
ど
も
は
、「
か
わ
い
く
て
良
い
子
だ
」
と

心
か
ら
信
じ
る
。（
何
故
な
ら
、
親
が
一
番
の
応
援
者

だ
か
ら
）

２
　
人
前
で
は
と
も
か
く
、
子
ど
も
本
人
に
対
し
て
、
誉

め
な
が
ら
、
声
掛
け
を
す
る
。（
何
故
な
ら
、
声
や
態

度
に
出
さ
な
い
と
、
伝
わ
ら
な
い
か
ら
）

３
　
失
敗
し
て
も
、
け
な
さ
な
い
（
何
故
な
ら
、
否
定
的

な
言
葉
で
心
が
傷
つ
く
か
ら
）

４
　
叱
る
時
は
叱
る
。
で
も
短
く
キ
ッ
パ
リ
と
。（
何
故

な
ら
、
自
分
の
失
敗
は
本
人
が
一
番
よ
く
分
か
っ
て

い
る
か
ら
）

５
　
体
罰
は
し
な
い
。（
何
故
な
ら
、
科
学
的
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
が
多
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
）

　
で
は
、次
に
事
例
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、や
っ

て
は
い
け
な
い
事
で
す
。
親
も
生
身
の
人
間
で
す
か
ら
、

喜
怒
哀
楽
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
で
き
る
だ
け
避
け

た
い
事
は
以
下
で
す
。

１
　
体
罰
は
無
し
。
怒
鳴
る
、
脅
か
す
も
体
罰
で
す
。
こ

の
背
景
に
は
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
自
身
の
イ
ラ
イ
ラ
感
が
子
ど
も
に
向
か
う
の
は

要
注
意
で
す
。
自
分
の
行
為
を
冷
静
に
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
叱
っ
て
い
る
所
を
、
も
し
ス
マ
ホ

で
撮
ら
れ
て
、
後
で
見
直
し
た
ら
ど
う
い
う
感
じ
だ

ろ
う
か
と
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
　

２
　
子
ど
も
の
前
で
の
喧
嘩
、
口
論
、
配
偶
者
の
悪
口
、

兄
弟
姉
妹
の
比
較
は
無
し
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
に
大

き
な
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
親
は
気
づ

か
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
は
「
自
分
が
悪
い
か
ら

で
は
な
い
か
」
等
、
自
分
が
否
定
さ
れ
た
気
に
な
り
、

親
の
予
想
以
上
に
傷
つ
い
て
い
ま
す
。
対
策
の
一
つ

は
、
親
同
士
の
相
手
に
対
す
る
不
満
や
要
望
を
メ
ー

ル
か
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
み
よ
う
と
取
り
決
め
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
？
子
ど
も
の
前
で
は
、
朝
の
挨
拶
を

意
識
的
に
行
い
、
朗
ら
か
に
振
る
舞
う
よ
う
心
掛
け

る
こ
と
で
す
。

３
　
無
視
は
無
し
。
子
ど
も
が
話
し
か
け
て
も
、
仕
事
や

他
の
事
で
忙
し
く
、
つ
い
無
視
し
て
し
ま
う
の
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
理
由
を
言
っ
て
、「
後
で
ね
」
と
き
ち

ん
と
返
事
を
返
す
。
短
く
て
も
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取

る
な
ど
の
緊
急
対
応
も
効
果
的
で
す
。
一
方
で
、
過

度
な
干
渉
も
無
視
と
同
じ
く
ら
い
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
対
す
る
自
信
を
無
く
す
か
ら

で
す
。

　
上
記
の
マ
イ
ナ
ス
行
動
は
、
心
＝
脳
の
育
成
に
悪
影
響

を
与
え
ま
す
。
脳
で
判
断
や
記
憶
、
集
中
力
を
司
る
前
頭

葉
や
海
馬
の
容
積
が
、
10
％
以
上
も
小
さ
く
な
っ
た
と
い

う
検
証
結
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
要
因
は
、嫌
な
事
、

苦
痛
な
思
い
を
記
憶
に
残
さ
な
い
よ
う
、
わ
ざ
と
脳
を
小

さ
く
し
て
自
分
を
防
御
し
て
い
る
為
で
は
、
と
い
う
話
で

す
。
一
方
で
、
親
と
し
て
は
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
発
散
す

る
手
段
を
見
つ
け
る
事
も
大
切
で
し
ょ
う
。

　
次
に
、「
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
」
に
移
り
ま
す
。

２
つ
挙
げ
ま
す
。

１
　
子
ど
も
に
愛
情
を
伝
え
る
動
作
を
意
識
的
に
行
う
。

愛
情
を
伝
え
る
基
本
動
作
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

　
①
目
と
目
で
見
つ
め
合
う
。

　
②
手
と
手
で
触
れ
あ
う
。

　
③
微
笑
み
な
が
ら
話
す
。

こ
の
動
作
を
意
識
的
に
行
う
こ
と
で
す
。「
意
識
的
」
に

ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。

２
　
親
に
甘
え
る
時
間
を
作
る
。

　
子
ど
も
が
甘
え
る
こ
と
を
嫌
が
る
親
が
い
ま
す
が
、
間

違
い
で
す
。
腕
に
抱
か
れ
る
、見
つ
め
合
う
、微
笑
み
合
う
。

こ
れ
ら
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
、
安
全
・
安
心
感
、
信
頼
感

を
身
体
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。
心
が
落
ち
着
く
、
戻
れ
る

場
所
（
安
全
基
地
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
、
困
難
に
立

ち
向
か
う
勇
気
と
自
信
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
社
会
人
と

し
て
、
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
物

に
な
り
ま
す
。

　
毎
日
寝
る
前
に
、
今
日
は
何
回
子
ど
も
に
触
れ
た
か
、

ど
う
い
う
言
葉
を
掛
け
た
か
、
少
し
の
時
間
振
り
返
っ
て

み
る
の
も
効
果
的
で
し
ょ
う
。
と
も
あ
れ
、
愛
情
も
イ
ラ

イ
ラ
も
家
族
内
に
伝
染
し
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
良
い
方

を
伝
染
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
上
手
に
育
て
る
方
法

13

山
﨑
一
平

会 

長

　

日
立
支
部
恒
例
の
第
13
回
グ
ル
ー
プ
対
抗

『
絆
杯
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』
を
１
月
23
日
（
水
）

退
勤
後
の
寒
さ
厳
し
い
中
、
日
立
ボ
ウ
ル
ク

レ
ー
ン
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
８
グ
ル
ー
プ
と
職
場
配
属
実
習
生
も

参
加
し
総
勢
83
名
が
集
ま
る
中
、
総
務
幹
事
の

号
令
か
ら
始
ま
り
支
部
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
昨

年
暮
れ
に
県
議
会
議
員
に
立
候
補
・
初
当
選
を

果
た
し
た
高
安
博
明
氏
（
68
回
卒
）
か
ら
も
挨

拶
を
い
た
だ
き
ル
ー
ル
説
明
後
、
ム
ー
ド
が
和

む
中
、
18
時
35
分
よ
り
４
人
一
組
の
ゲ
ー
ム
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
中
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
ス
ト
ラ
イ
ク

が
出
た
時
は
、
拍
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
喜
ぶ
な

ど
、
同
窓
生
同
士
、
年
齢
を
超
え
た
絆
で
プ
レ
ー

し
な
が
ら
も
ひ
そ
か
に
闘
志
を
燃
や
し
つ
つ
２

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
ゲ
ー
ム
の
死
闘
後
、
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で

争
わ
れ
た
結
果
、
優
勝
に
輝
い
た
チ
ー
ム
は
発

製
グ
ル
ー
プ
、
個
人
の
部
優
勝
も
発
製
グ
ル
ー

プ
加
藤
氏
（
88
回
卒
）
に
輝
き
ま
し
た
。【
ス

コ
ア
ー
は
内
緒
に
し
ま
す
】

　

優
勝
グ
ル
ー
プ
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
を

贈
り
記
念
撮
影
。
同
じ
日
立
市
内
に
勤
め
て
る

と
は
い
え
普
段
中
々
会
う
機
会
の
な
い
同
窓
生

と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
若
手
会
員
も
多
数
参

加
し
、
多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
行
事
と
な
り
ま

し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
性
別
年
齢
を
問
わ
ず
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
来
年
以
降
も
多

く
の
同
窓
生
を
募
り
絆
杯
が
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
様
に
役
員
一
同
協
力
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

狩
野　

隆
（
68
回
卒
）
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続
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）

　

１
月
27
日
（
日
）
学
科
試
験
、29
日
（
火
）

実
技
試
験
の
２
日
間
、
２
年
生
電
気
科
25

名
全
員
と
３
年
機
械
科
１
名
が
国
家
検
定

「
３
級
電
気
機
器
組
立
て
（
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
作
業
）」
試
験
に
挑
戦
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
実
習
は
も
と
よ
り
放
課
後
に
補

習
授
業
を
受
け
る
な
ど
十
分
な
準
備
を
し

て
試
験
に
臨
ん
だ
。
当
日
は
、
全
員
が
落

ち
着
い
た
状
態
の
中
、
培
っ
た
技
能
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
。
合
否
は
３
月
15

日
（
金
）
に
発
表
と
な
る
。

学
校
だ
よ
り

　

認
定
職
業
訓
練
校
の
修
了
試
験
と
し
専

門
課
程
の
技
能
照
査
を
機
械
実
習
場
に
て

実
施
し
た
。
茨
城
県
労
働
政
策
課
の
課
長

補
佐
の
立
会
い
の
下
、
１
月
９
日
（
水
）

に
学
科
試
験
を
、
１
月
18
日
（
金
）
に
実

技
試
験
が
行
わ
れ
た
。
実
技
は
７
月
に
実

施
し
、
全
員
合
格
し
た
２
級
普
通
旋
盤
検

定
課
題
と
同
じ
課
題
で
あ
る
た
め
、
あ
る

程
度
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。
学
科
・
実
技
両
試
験
と
も

近
年
に
無
く
優
秀
な
成
績
で
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
事
業
所
就
職
時
に
は
合
格

証
を
持
参
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
効
に
業

務
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

２
月
４
日
（
月
）
か
ら
７
日
間
就
職
先

事
業
所
の
要
望
で
６
名
の
専
門
生
と
㈱

日
立
ニ
コ
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
習

中
の
高
等
課
程
生
１
名
が
茨
城
ク
レ
ー

ン
学
校
（
鹿
島
）
で
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免

許
と
玉
掛
け
技
能
教
習
の
研
修

を
実
施
し
た
。
午
前
と
午
後
で
ク

レ
ー
ン
の
学
科
と
実
技
を
交
互

に
行
い
夕
方
は
玉
掛
け
の
勉
強

で
あ
る
。
土
曜
日
に
ク
レ
ー
ン
運

転
士
技
能
審
査
、
日
曜
日
に
玉
掛

け
技
能
審
査
が
行
わ
れ
た
。
両
方

と
も
全
員
合
格
し
爽
や
か
な
笑

顔
で
登
校
し
て
き
た
。
２
月
21
日

（
木
）
に
は
ク
レ
ー
ン
免
許
学
科

試
験
が
あ
り
、
全
員
合
格
を
期
待

し
て
い
る
。

　

２
月
２
日

（
土
）
新
宿
Ｌ

Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
０

で
開
催
さ
れ
た

手
帳
甲
子
園
本

大
会
に
取
り
組
み
部
門
の
東
京
代
表
（
12

月
22
日
に
地
方
大
会
実
施
）
と
し
て
、
２

年
溶
接
科　

船
木
優
心
が
出
場
し
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
大
会
参
加

者
の
投
票
に
よ
っ
て
順
位
を
決
め
る
方
法

で
（
船
木
）
は
残
念
な
が
ら
最
優
秀
者
に

専
門
課
程

　
　

ク
レ
ー
ン
研
修

技
能
五
輪
電
気
溶
接

職
種
茨
城
県
予
選

　
　
　
　
（
日
専
校
会
場
）

専
門
課
程

技
能
照
査
全
員
合
格

　

２
月
８
日
（
金
）
五
輪
部
２
年
溶
接
科
３

名
（
角
守
）（
宮
嶋
）（
山
本
）
と
今
年
度
は

（
Ｈ
Ｂ
Ｓ
）（
田
口
）
と
（
水
交
通
）
五
輪
部

Ｏ
Ｂ
の
（
村
山
）
の
５
名
が
本
校
会
場
で
合

同
予
選
会
を
実
施
し
た
。
選
手
目
標
宣
言
の

後
、
３
時
間
の
競
技
が
始
ま
っ
た
。
さ
す
が

に
事
業
所
訓
練
生
は
出
来
栄
え
と
作
業
時
間

も
短
く
、
制
限
時
間
の
約
30
分
前
に
終
了
し

た
。
指
導
員
の
話
で
は
あ
ま
り
出
来
栄
え
は

良
く
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。（
宮
嶋
）
は
最

初
は
緊
張
し
た
が
無
難
に
こ
な
し
た
。（
角

守
）
は
ミ
ス
が
あ
っ
た
が
何
と
か
リ
カ
バ

リ
ー
で
き
た
。（
山
本
）
は
緊
張
し
た
が
平

常
心
を
取
り
も
ど
し
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
の
コ
メ
ン
ト
。
２
月
13
日
（
水
）
に
課

題
の
測
定
、
耐
圧
を
行
う
が
各
県
の
予
選
が

終
る
の
が
６
月
頃
と
な
る
の
で
、
本
大
会
に

向
け
た
訓
練
を
行
い
な
が
ら
最
終
結
果
を
待

つ
こ
と
に
な
る
。

３
級
シ
ー
ケ
ン
ス

　
　

制
御
技
能
検
定

第
７
回 

手
帳
甲
子
園

　
　

本
大
会
出
場

クレーン運転中

技能照査実技試験

角守　　　　　 宮嶋　　　　　山本

玉
掛
け
技
能
講
習
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（
８
頁
の
続
き
）

選
出
さ
れ
な
か
っ
た
。【
船
木
】
私
は
第

７
回
手
帳
甲
子
園
に
出
場
し
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
手
帳
甲
子
園
は
何

故
や
る
の
か
、
そ
れ
を
ノ
ル
テ
ィ
ス
コ
ラ

の
高
梨
さ
ん
が
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
人
の
成
長
を
支
援
す
る
」
た
め
、
そ
れ

が
結
論
で
し
た
。 

そ
し
て
私
は
こ
の
手

帳
甲
子
園
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

人
と
し
て
の
成
長
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

人
前
で
話
す
機
会
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
私
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

と
言
わ
れ
て
も
何
に
注
意
し
た
ら
よ
い
か
、

な
ど
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
私
は
多
く
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
聞
い
て
、
伝
え
や
す
い
話
し
方
や

伝
わ
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
よ
う
に
し
ま

　

12
月
19
日
（
水
）
の
剣
道
１
級
審
査
に

合
格
し
た
中
か
ら
技
量
に
優
れ
た
21
名

が
２
月
３
日
（
日
）
の
初
段
審
査
に
挑
戦

し
た
。
高
等
課
程
19
名
・
専
門
課
程
２
名
。

見
事
全
員
合
格
。
授
業
及
び
補
習
の
成
果

を
出
し
切
っ
た
結
果
で
あ
る
。

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
動
作
を
取
り
入
れ
、

見
て
る
人
が
納
得
し
て
く
れ
る
よ
う
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
後
に
、「
良
か
っ
た

よ
」、「
わ
か
り
易
か
っ
た
よ
」
な
ど
の
言

葉
を
聞
い
て
私
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
成

長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
今
回
残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
と
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
私
自
身
が
成
長
出

来
た
こ
と
や
、
ま
た
と
な
い
貴
重
な
機
会

を
貰
え
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

剣
道
初
段
審
査

申込みはこちらも便利

日立工業専修学校「専門課程」2020年度生徒募集

・卒業生は日立グループ就職率100％実績！　・将来に役立つ各種資格の取得(受験無料)！
・モノづくりのエキスパートによる技能教育！

 国家試験
・2級機械加工技能士（普通旋盤）
・機械加工科技能士補
クレーン運転士免許・玉掛け技能講習
（*就職先事業所による）
・危険物取扱者乙種4類、工業英語能力検定
　計算技術検定

◆ 特待制度あり《授業料など一部免除》
◆ 工場出身の指導者だからできる安全教育
◆ 職業訓練校認定に伴い技能士補に挑戦
◆ 魅力的な教養力向上研修
（過去の実績）
　世界遺産見学・テーブルマナー研修
　国際見本市見学など

◆資格取得◆ ◆4つの魅力◆

内容：①機械実習体験　②学校・寮見学　③学校説明
※参加を希望されている方は、事前にお申し込みください（各回先着40名）
　お申し込みは、右のQRコードか、ＨＰからお願いします。

日程：第1回5月25日（土）　第2回6月15日（土）

随時受け付けています（事前にご連絡ください）

実　　習
体 験 会

学校見学

2/21(木）～ 3/2（土） 2年生海外研修
3/18（月） クラスマッチ
3/21（木） 卒業式リハーサル
3/22（金） 卒業式
3/25（月） 終業式
3/26(火）～ 3/29(金） 春期休暇

4/1（月） 始業式
4/8(月） 入学式・寮歓迎会
4/19（金) 1年生・専門生高鈴山ハイキング
4/23（火） 中学校先生対象説明会
4/25(木） 高等学校先生対象説明会

(2019.3 ～ 2019.5）

http://www.hitachi.co.jp/Div/tech-school/high/index.html
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講
演
に
先
立
ち
、
山
﨑
会
長
か
ら
現
在

の
日
専
校
の
状
況
や
来
春
封
切
り
に
な
る

映
画
、「
あ
る
町
の
高
い
煙
突
」
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
こ
の
映
画
は
１
９
１
０
年
頃

の
社
会
問
題
の
一
つ
、
日
立
銅
山
の
煙
害

に
対
し
解
決
に
取
り
組
む
誠
意
と
忍
耐
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画
で
あ
る
。
な
お
、
日

立
製
作
所
と
日
専
校
（
徒
弟
養
成
所
）
は

こ
の
年
に
生
ま
れ
、
こ
の
映
画
か
ら
当
時

の
日
立
周
辺
の
状
態
も
う
か
が
え
る
の
で

是
非
見
て
欲
し
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。　

　

こ
の
他
に
11
月
18
日
に
行
わ
れ
る
「
日

専
祭
」
の
紹
介
が
あ
り
、
後
輩
が
一
生
懸

命
に
や
っ
た
の
で
是
非
来
場
し
て
欲
し
い

と
の
こ
と
。

　

講
演
は
、
関
根
幸
一
氏
か
ら
「
技
能
五

輪
（
国
際
大
会
の
サ
ー
ポ
ー
ト
）
に
か
か

わ
っ
て
」
と
題
し
て
当
時
の
苦
労
話
や
楽

し
か
っ
た
思
い
出
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

氏
は
第
37
回
（
２
０
０
３
年
）
の
ス

イ
ス
大
会
か
ら
第
41
回
イ
ギ
リ
ス
大
会

（
２
０
１
１
年
）
ま
で
の
計
５
回
の
大
会

に
、
通
訳
と
い
う
任
務
で
関
わ
り
、
選
手
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
本
部
と
の
連
絡
に
関
す

る
通
訳
、
更
に
選
手
や
指
導
者
等
に
対
し

て
の
簡
易
会
話
の
指
導
も
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
関
わ
り
で
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が

出
来
、
各
事
業
所
、
同
窓
会
に
感
謝
す
る

と
共
に
任
務
を
遂
行
す
る
上
で
健
康
で
頑

強
な
身
体
づ
く
り
に
気
配
り
を
し
て
く
れ

た
妻
と
家
族
そ
し
て
仲
間
に
は
今
で
も
感

謝
し
て
い
る
と
語
ら
れ
た
。

　

次
に
志
田
政
敏
氏
か
ら
「
あ
あ
、
青

春
に
望
み
あ
り
！
」（
生
き
甲
斐
創
り
の

意
識
改
革
）
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

高
齢
化
社
会
の
現
代
に
お
い
て
、
我
々
も

人
生
の
長
期
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
必
須

で
あ
り
、
そ
の
為
の
高
齢
者
と
し
て
の
品

格
や
生
き
が
い
創
り
の
意
識
改
革
に
つ
い

て
詳
し
い
話
を
さ
れ
た
。

　

講
演
の
途
中
で
氏
は
、
日
工
同
窓
生
と

し
て
の
思
い
を
詩
に
し
て
詠
わ
れ
た
。
氏

参加者全員で楽しく歌う。リードする右から指揮志田氏、ギター奥村氏、コーラス隊の3人

は
講
演
だ
け
で
は
な
く
世
相
を
反

映
し
た
酷
似
人
形
や
絵
画
の
作
品

展
示
も
し
て
お
り
、
趣
味
の
広
さ

深
さ
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
一

様
に
驚
い
て
い
た
。

　

講
演
が
終
わ
り
休
憩
の
後
、
余

興
と
し
て
志
田
政
敏
氏
の
リ
ー
ド

の
も
と
コ
ー
ラ
ス
愛
好
者
（
男
声

合
唱
団
・
常
磐
ひ
た
ち
メ
ン
ネ
ル

コ
ー
ル
で
活
躍
中
の
関
田
、
佐
々

木
、
榊
原
の
３
人
（
53
卒
）
を
中

心
に
、
配
ら
れ
た
歌
詞
集
を
も
と

に
参
加
者
全
員
で
歌
っ
た
。

　

曲
目
は
校
歌
、
寮
歌
か
ら
始

ま
り
童
謡
か
ら
抒
情
歌
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
、
歌
謡
曲
ま
で
連
続
で

次
々
と
歌
わ
れ
た
。
一
同
が
昔
を

な
つ
か
し
み
、
そ
し
て
思
い
出
し

な
が
ら
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、

楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

作
品
展
示
で
は
油
絵
、
水
彩
画
、

写
真
等
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多

く
出
展
さ
れ
44
卒
の
皆
さ
ん
の
趣

味
の
広
さ
に
誰
も
が
感
動
し
た
展

示
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
懇
親
会
が
開
か
れ
、
一
人
ひ
と

り
日
専
校
時
代
を
な
つ
か
し
ん
だ
り
、
現

役
時
代
の
こ
と
、
健
康
維
持
の
話
な
ど
ア

ル
コ
ー
ル
も
入
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と

な
っ
た
。

　

次
回
は
６
月
21
日
（
金
）
に
行
な
わ
れ

る
予
定
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
54
卒　

大
森
晴
男
）

　

第
43
回
「
わ
が
宿
の
集
い
」
が
、
２
０
１
８
年
11
月
16
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
日
工
同
窓
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
全
て
44
回
卒
の
企
画
・

実
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
61
人
が
参
加
し
て
大
盛
会
と
な
っ
た
。

講演を前に（左）関根氏 ､（右）志田氏

第 43 回
「わが宿の集い」

「
44
回
卒
の
日
」

余
興
、
作
品
展
示
、
懇
親
会
も

講
演 

関
根
・
志
田
氏

写真／笹島氏 菊／吉澤氏 フィギュア／志田氏 写真／真下氏

水彩画／奥村氏

展示作品（一部）
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神代氏と榊原氏の息の合ったハーモニカ伴奏でなつかしい曲を歌って楽しい懇親会になった

　

２
０
１
８
年
11
月
26
日
、
第
16
回
中
部

㈵
地
区
懇
親
会
が
多
賀
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
来
賓
の
本

部
会
員
運
営
委
員
会
・

副
主
査
の
佐
藤
忠
良
氏

（
49
卒
）、
同
・
地
区
活
動

小
委
員
会
副
主
査
の
関

根
幸
一
氏
（
44
卒
）
を
含

め
34
人
。
毎
回
初
参
加

者
が
あ
っ
た
が
今
回
は
な

し
。
初
参
加
者
の
存
在
は

新
鮮
味
が
感
じ
ら
れ
、
有

難
い
存
在
で
あ
っ
た
だ
け

に
残
念
で
あ
っ
た
。

　

司
会
と
言
え
ば
こ
の

人
、
岡
部
健
氏
（
50
卒
）

の
司
会
で
進
行
。
冒
頭
、

こ
の
１
年
の
間
に
亡
く
な

ら
れ
た
舟
生
甲
子
三
氏

（
30
卒
）、
川
崎
健
嗣
氏

（
31
卒
）、
萩
野
谷
謙
次

氏
（
42
卒
）、
牛
山
隆
一

氏
（
43
卒
）、
斎
藤
勝
利

氏
（
47
卒
）
の
５
名
に
対

し
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

　

地
区
長
の
小
島
喜
代

一
氏
（
48
卒
）
の
挨
拶
の

中
で
、
今
ま
で
最
大
の
会

員
数
を
誇
っ
て
い
た
私
た

ち
の
地
区
は
１
２
０
人
を

下
回
り
、
ひ
た
ち
な
か
地
区
、
日
立
北
部

地
区
と
僅
差
に
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
少
々
淋
し
い
話
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
佐
藤
氏
と
関
根
氏
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

若
さ
が
衰
え
な
い
最
長
老
の
佐
川
幸
氏

（
32
卒
）
の
音
頭
で
乾
杯
、
宴
に
入
っ
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
挨
拶
の
後
、
余

興
と
し
て
な
つ
か
し
い
曲
を
皆
で
歌
っ
た
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
は
神
代
光
昭
氏
（
48

卒
）、
榊
原
（
53
卒
）
が
担
当
し
、「
校
歌
」、

「
青
い
山
脈
」、「
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ

う
」
な
ど
を
元
気
に
歌
っ
た
。

　

「
銀
座
の
恋
の
物
語
」
で
は
女
装
姿
の

関
和
則
氏
（
52
卒
）、
男
役
の
佐
々
木
明

生
氏
（
53
卒
）
が
登
場
、
大
う
け
で
や
ん

や
の
喝
采
を
浴
び
た
。

　

最
後
に
定
番
の
「
寮
歌
」
を
声
高
ら
か

に
歌
い
、
平
山
秀
康
氏
（
49
卒
）
の
エ
ー

ル
で
地
区
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ

た
。　
　
　
　
　
　

（
53
卒　

榊
原
愛
正
）

　

２
０
１
８
年
11
月
21
日
（
水
）
大
み
か

ク
ラ
ブ
に
於
い
て
当
地
区
恒
例
の
総
会
及

び
懇
親
会
を
小
春
日
和
の
中
、
19
人
が
参

加
し
て
盛
大
に
実
施
し
た
。

　

今
回
も
大
み
か
ク
ラ
ブ
の
ご
厚
意
で
地

区
内
を
バ
ス
に
て
参
加
者
を
拾
っ
て
い
た

だ
き
大
助
か
り
。

　

予
定
の
12
時
に
、
今
年
の
総
合
司
会
を

務
め
る
木
村
隆
志
氏
（
55
卒
）
の
合
図
で

ス
タ
ー
ト
。

　

初
め
に
こ
の
１
年
の
間
に
亡
く
な
ら
れ

た
、
２
名
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
全

員
で
黙
と
う
の
後
、
総
会
を
開
始
。
地
区

長
の
上
野
栄
一
氏
（
54
卒
）
の
挨
拶
、
続

い
て
本
部
運
営
委
員
の
佐
藤
忠
良
氏
（
49

日
立
中
部
Ⅰ
地
区

初
回
か
ら
16
回
連
続

　

２
千
円
懇
親
会
を
実
施

懇親会でこんなに頭を使うとは、余興は今年も益子氏が盛り上げる

卒
）
か
ら
今
後
の
行
事
や
学
校
の
様
子
な

ど
の
紹
介
、
特
に
同
窓
会
１
０
０
周
年
記

念
行
事
の
進
捗
状
況
は
興
味
津
々
。
是
非

皆
で
参
加
し
た
い
も
の
だ
。
ゴ
ル
フ
同
好

会
の
成
績
発
表
（
12
頁
掲
載
記
事
参
照
）

も
あ
り
、
参
加
者
が
減
少
気
味
な
の
で
参

加
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
野
沢
守
氏
（
30
卒
）
の
若
々

し
い
気
合
い
の
入
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
会
に
入
っ
た
。

　

時
が
過
ぎ
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
回
っ
て
来

る
と
舌
の
滑
り
も
良
く
な
っ
て
、
恒
例
の

近
況
報
告
に
な
り
司
会
者
か
ら
指

名
が
あ
る
と
、
待
っ
て
い
ま
し
た

と
ば
か
り
名
調
子
の
語
り
が
続
く
。

代
表
的
な
の
は
金
沢
和
男
氏
（
37

卒
）
で
、
足
腰
の
弱
さ
が
出
て
き

た
。
今
年
で
最
後
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
の
で
（
し
ゃ
べ
ら
せ
ろ
）

と
ユ
ニ
ー
ク
な
近
況
報
告
が
出
る

始
末
、
皆
で
大
笑
い
。

　

余
興
に
入
り
今
年
も
益
子
元

好
氏
（
48
卒
）
が
場
を
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
り
、
感
謝
、
感
謝
。
最

初
の
漢
字
読
み
方
問
題
に
は
、
会

員
の
頭
の
衰
え
が
目
に
つ
き
国
語

教
室
が
開
催
さ
れ
た
様
で
あ
っ
た
。

　

次
に
恒
例
に
な
っ
て
い
る
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
演
奏
に
よ
る
イ
ン
ト
ロ

ク
イ
ズ
。
相
変
わ
ら
ず
曲
は
解
る

が
題
名
が
出
な
い
。
珍
回
答
続
出

で
大
笑
い
。
正
解
者
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
得
意
の
ド
ヤ

顔
が
お
も
し
ろ
く
又
大
笑
い
。
和

や
か
な
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

最
後
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
流
ち
ょ
う
な
伴

奏
付
き
で
校
歌
、
寮
歌
を
全
員
で
肩
を
組

み
、
学
校
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
熱
唱

し
た
。
か
く
し
て
２
時
間
の
予
定
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
来
年
は
日
帰
り

バ
ス
旅
行
も
良
い
な
と
い
っ
た
意
見
も
出

さ
れ
て
、
幹
事
の
検
討
事
項
と
な
る
。

　

最
後
に
、
若
手
を
代
表
し
て
佐
藤
茂
次

氏
（
53
卒
）
の
元
気
な
三
本
締
で
、
再
会

を
誓
い
な
が
ら
お
開
き
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
49
卒　

工
藤
昭
一
）

日
立
中
部
Ⅱ
地
区

第
14
回
総
会
・
懇
親
会



No.436（12）これからの新しい楽しみを求めて活動する本部会員の頁

　

第
18
回
日
立
南
部
地
区
懇
話
会
（
代
表

世
話
人
・
川
村
豊
氏
（
47
卒
）
を
11
月
22

日
（
月
）
午
後
１
時
か
ら
日
立
事
業
所
大

み
か
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
会
員
18
人
の
参
加

を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
緑
川
地
区
長
（
48
卒
）

の
司
会
に
よ
り
、
始
め
に
こ
の
一
年
の
間

に
ご
逝
去
さ
れ
た
３
名
の
先
輩
方
へ
の
黙

と
う
を
捧
げ
た
後
開
会
し
た
。

　

川
村
代
表
世
話
人
挨
拶
、
佐
々
木
幹
事

長 

（
55
卒
）
の
会
務

報
告
と
久
下
沼
担
当

幹
事
（
53
卒
）
よ
り

ゴ
ル
フ
同
好
会
（
会

長
・
長
山
栄
實
氏

（
41
卒
））
の
活
動
報

告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の

本
部
会
員
運
営
委
員

会
主
査
の
豊
田
和
明

氏
（
49
卒
）
の
ご
挨

拶
い
た
だ
い
た
。
地

域
活
動
報
告
と
し
て
、

平
成
30
年
４
月
に

発
足
し
た
「
ひ
た
ち

み
な
み
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
立
ち
上
げ
、

地
域
の
現
状
、
現
在

に
至
る
ま
で
を
当
ク

ラ
ブ
会
長
の
深
作
保

弘
氏
（
48
卒
）
よ
り

報
告
が
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
宇
佐
美
英
夫
氏
（
41
卒
）

の
乾
杯
の
音
頭
か
ら
始
ま
り
、
秋
本
幹
事

（
49
卒
）
の
司
会
に
よ
る
出
席
者
の
近
況

報
告
や
有
意
義
な
提
案
に
話
し
が
盛
り
上

が
り
、
和
や
か
に
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
。
予
定
時
間
を
超
過
し
つ
つ
、
恒

例
の
校
歌
の
斉
唱
を
経
て
長
山
栄
實
氏
の

万
歳
三
唱
で
再
会
を
期
し
て
散
会
し
た
。

　

今
回
は
、
久
し
ぶ
り
に
大
先
輩
も
参

加
さ
れ
、
心
に
残
る
有
意
義
な
同
窓
会
と

な
っ
た
。

　

参
加
者
数
の
維
持
が
、
会
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

会
員
が
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
55
卒　

佐
々
木
正
男
）

　

２
０
１
９
年
11
月
17
日
（
土
）
に
、
ば

ん
ど
う
太
郎
那
珂
店
で
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
本
地

区
の
本
部
会
員
31
人
中
、

12
人
が
参
加
（
出
席
率
39

㌫
）
と
な
っ
た
。

　

年
に
一
度
、
会
員
が
顔

を
合
わ
せ
、
お
互
い
元
気

な
姿
を
確
認
し
あ
え
る
場

で
あ
る
。
会
費
を
例
年
よ

り
も
安
く
し
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
参
加
者
を
と
期

待
し
た
が
、
体
調
不
良
や

先
約
あ
り
な
ど
の
理
由
で
、

結
果
は
例
年
同
様
の
出
席

状
況
と
な
っ
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
し
ら
ふ

の
状
態
で
記
念
写
真
撮
影

を
行
い
、
全
員
が
素
顔
の

若
き
姿
（
個
人
差
は
あ
り
）

を
写
真
に
収
め
た
。

　

そ
し
て
懇
談
会
ス
タ
ー

久しぶりに大先輩が参加したいい夫婦の日の懇話会、参加者数の維持が課題

18
回
目
の
懇
話
会
を
実
施

日
立
南
部
地
区

ト
。
最
初
に
出
席
者
中
、
最
年
長
で
あ
る

澤
幡
弘
道
氏
（
43
卒
）
よ
り
開
会
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
続
く
乾
杯
の
音
頭
は
逆

に
最
年
少
の
後
藤
英
雄
氏
（
55
卒
）
に
ご

発
声
を
願
っ
た
。

　

懇
談
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
司
会
の
独

断
に
よ
り
一
人
５
分
の
目
安
で
、
近
況
報

告
な
ど
を
名
簿
順
に
お
願
い
し
た
。

　

農
園
で
ヤ
ー
コ
ン
や
ウ
コ
ン
栽
培
に
精

を
出
し
て
い
る
者
や
、
職
場
が
同
じ
だ
っ

た
よ
し
み
か
ら
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
し
て
い

る
と
か
、
海
外
旅
行
し
た
人
の
生
活
体
験

苦
労
話
や
、
今
後
海
外
旅
行
を
し
た
い「元気」であることが懇親会出席の鍵､いつまでも健康で過ごしたい

者
、
今
で
も
就
職
を
希
望
し
て
い
る
等
々
、

い
ろ
い
ろ
な
話
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

ス
ピ
ー
チ
の
間
で
意
見
が
交
換
さ
れ
、
大

変
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

お
開
き
の
時
間
に
な
り
、
記
念
写
真
を

配
布
し
て
か
ら
、
平
澤
公
明
氏
（
44
卒
）

に
よ
る
一
本
締
め
で
散
会
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
49
卒　

菊
本
康
司
）

　

２
０
１
８
年
９
月
28
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
Ｃ
Ｃ
に
て
第
10
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
し
た
。

　

秋
雨
前
線
の
影
響
で
寒
い
日
と
雨
天
が

続
く
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
暖

か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
43
〜
55
卒
の
８
人

が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
普
段
の
力
が
出
せ
ず

苦
戦
し
た
が
、
新
ペ
リ
ア
方
式
で
の
競
技

結
果
は
、
上
手
く
ラ
ウ
ン
ド
を
し
た
千
田

政
見
氏
（
48
卒
）
が
、
ベ
ス
グ
ロ
の
小
室

正
男
氏
（
50
卒
）
を
上
回
り
優
勝
し
た
。

ニ
ア
ピ
ン
は
実
力
通
り
、
佐
藤
忠
良
氏

（
49
卒
）
と
小
室
氏
の
二
人
で
分
け
合
っ
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を

飲
み
な
が
ら
の
懇
親
会
で
、
次
回
は
来
年

５
月
に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
散
会
し

た
。　
　
　
　
　
　

（
55
卒　

木
村
隆
志
）

那
珂
地
区

元
気
さ
！
ア
ピ
ー
ル

　
　

 

懇
親
会
を
開
催

日
立
中
部
Ⅱ
地
区

第
10
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
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社

外

表

彰

◎
神
奈
川
県
知
事
表
彰

　

（
青
年
優
秀
技
能
者
賞
）

南　
　

翔
馬
氏

（
93
卒
・
厚　

木
）

大
野　

大
知
氏

（
93
卒
・
厚　

木
）

◎
茨
城
県
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

　

「
溶
接
」
職
種

齋
藤　

伸
吾
氏

（
78
卒
・
日　

立
）

　

「
鉄
工
」
職
種

大
貫　

善
則
氏

（
80
卒
・
日　

立
）

　

「
電
気
機
器
組
立
て
」
職
種

小
林　

淳
一
氏

（
73
卒
・
大
み
か
）

　

「
機
械
加
工
」
職
種

佐
藤　

智
之
氏

（
79
卒
・
日　

研
）

　

２
０
１
９
年
２
月
15
日

（
金
）
18
時
00
分
よ
り
「
ク

リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
」
に
て

卒
回
の
集
い
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
63
回
卒
６
名
、

75
回
卒
７
名
、
85
回
卒
５

名
、
95
回
卒
９
名
、
来
賓
・

幹
事
11
名
の
計
38
名
の
参

加
と
な
っ
た
。
勝
田
地
区 

圷
会
長
、
同
窓
会
本
部 

松
浦
総
務
主
査
よ
り
挨
拶

を
頂
き
、
勝
田
地
区 

熱
海

副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で

宴
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

対
象
者
数
83
名
に
対
し
、

対
象
出
席
者
数
27
名
と
出

席
率
は
３
割
程
度
と
な
り
、

盛
り
上
が
る
か
不
安
だ
っ

た
が
、
今
回
初
の
試
み
で

あ
る
抽
選
会
、
司
会
役
の

工
藤
幹
事
の
見
事
な
進
行

で
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た

集
い
に
な
っ
た
。

　

宴
の
最
後
は
恒
例
の
校

歌
・
寮
歌
を
全
員
で
輪
に

な
り
歌
い
、
よ
り
一
層
同

窓
会
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
れ
た
。

　
　
　

松
浦　

和
弘

　
　
　
　

 

（
86
卒
・
佐
和
）

　

４
３
５
号
で
「
小
平
浪
平
翁
記
念
会
」

入
会
の
お
知
ら
せ
を
し
た
が
、
１
月
15
日

栃
木
商
工
会
議
所
に
お
い
て
小
平
浪
平
翁

記
念
会
主
催
の
生
誕
記
念
講
演
会
・
交
流

会
が
開
催
さ
れ
山
﨑
会
長
と
出
席
し
た
。

　

当
日
は
、
大
川
市
長
、
日
立
製
作
所
よ

り
福
山
名
誉
顧
問
を
は
じ
め
日
立
関
係
者
、

会
員
の
110
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
は
（
株
）
日
立
製
作
所 

電
力

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
総
務
部
庶
務
課 

稲

川
修
氏
に
よ
る
「
日
立
小
平
記
念
館
の
運

営
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動
」
と
題
し
、

日
立
事
業
所
内
に
あ
る
小
平
記
念
館
の
紹

介
と
創
業
小
屋
、
日
立
製
品
・
技
術
発
達

の
歴
史
等
の
展
示
物
、
ま
た
、
小
平
翁
の

町
づ
く
り
・
人
づ
く
り
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

最
後
に
小
平
記
念
館
見
学
の
申
込
み
手
順
、

注
意
事
項
な
ど
の
説
明
を
行
い
講
演
を
締

め
た
。

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
は
、
平
成
29
年
10

月
５
日
に
設
立
さ
れ
、
小
平
翁
の
功
績
と

も
の
づ
く
り
へ
の
経
営
理
念
と
次
世
代
に

向
け
て
顕
彰
し
「
経
営
者
を
志
す
若
者
の

人
材
育
成
に
貢
献
す
る
」
と
と
も
に
「
地

方
経
済
の
発
展
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

本
記
念
会
は
、
小
平
翁
生
誕
で
あ
る
１

月
15
日
と
命
日
で
あ
る
10
月
15
日
に
総
会

を
東
京
で
実
施
す
る
。

　

小
平
翁
生
家
は
、
現
在
整
理
中
で
あ
り

見
学
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
あ
る
。
ま
た
、

今
回
の
講
演
終
了
後
に
大
川
市
長
は
、
日

立
の
記
念
館
に
は
及
ば
な
い
が
、
小
平
資

料
館
を
市
内
に
つ
く
り
た
い
と
述
べ
て
い

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
（
石
井
）

小
平
浪
平
翁
生
誕
記
念
講
演
会
に
参
加
し
て

「
卒
回
の
集
い
」開
催
さ
れ
る

「
卒
回
の
集
い
」開
催
さ
れ
る

勝
田
地
区
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▼
今
号
に
あ
る
「
技
能
五

輪
座
談
会
」
取
り
纏
め
を

初
め
て
担
当
し
た
▼
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
、
メ
ダ
リ

ス
ト
の
笑
顔
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
た
。

纏
め
者
と
し
て
ホ
ッ
と
し
た
瞬
間
だ
▼
広

報
委
員
に
と
っ
て
取
材
は
必
要
不
可
欠
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
割
き
、
時
間
と
労
力
が

か
か
る
。「
技
能
五
輪
」
取
材
を
事
前
準

備
か
ら
対
応
い
た
だ
い
た
広
報
委
員
に
感

謝
。
▼
全
て
に
お
い
て
、
ひ
と
り
で
は
何

事
も
で
き
な
い
。
必
ず
、
周
り
の
サ
ポ
ー

ト
が
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
今

回
の
取
り
纏
め
に
お
い
て
改
め
て
実
感
し

た
▼
広
報
委
員
の
仲
間
に
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
。
今
後
と
も
宜
し
く
で
す
。　
　

（
の
り
）

▼
２
月
中
旬
、
鹿
島
灘
海
浜
公
園
に
立

ち
寄
り
、
散
策
し
て
い
る
と
カ
ワ
ズ
桜
の

つ
ぼ
み
が
膨
ら
ん
で
お
り
、
春
の
訪
れ
を

感
じ
た
。
日
立
の
桜
咲
く
こ
ろ
、
友
人
た

ち
と
夜
桜
を
眺
め
な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
、
今
年
も
行
き
た
い
と

思
っ
た
。
▼
支
部
解
散
か
ら
数
年
経
ち
ま

す
が
、
広
報
と
し
て
他
支
部
の
活
動
内
容

に
携
わ
っ
た
り
、
学
校
・
寮
に
訪
れ
る
機

会
が
で
き
感
謝
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

同
窓
会
で
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。　

 

（
か
ず
）

梅
津　

健
一
氏
（
91
卒
・
日　

高
）
18
・
5
・
6

　
　
　

初
花
さ
ん
と

長
谷　

貴
宏
氏
（
100
卒
・
水　

戸
）
18
・
5
・
28

　
　
　

佳
純
さ
ん
と

大
谷　
　

樹
氏
（
92
卒
・
日　

立
）
18
・
11
・
2

　
　
　

洋
子
さ
ん
と

小
森　

千
末
氏
（
94
卒
・
日　

立
）
18
・
12
・
15

　
　
　

未
知
さ
ん
と

宮
本　

道
彦
氏
（
82
卒
・
豊　

浦
）
18
・
12
・
25

　
　
　

朋
美
さ
ん
と

赤
間　

政
成
氏
（
93
卒
・
大
み
か
）
19
・
1
・
1

　
　
　

美
希
さ
ん
と

早
川　

達
樹
氏
（
97
卒
・
日　

高
）
19
・
2
・
9

　
　
　

有
希
さ
ん
と

庄
司　

満
男
氏
（
62
卒
・
那　

珂
）
18
・
11
・
30

村
山　

俊
夫
氏
（
62
卒
・
日　

立
）
18
・
12
・
31

佐
藤　

津
好
氏
（
62
卒
・
日　

立
）
18
・
12
・
31

根
本
賢
市
郎
氏
（
62
卒
・
多　

賀
）
18
・
12
・
31

小
橋　

治
彦
氏
（
62
卒
・
大
み
か
）
18
・
12
・
31

小
林　

伸
治
氏
（
62
卒
・
大
み
か
）
18
・
12
・
31

鈴
木　
　

斉
氏
（
62
卒
・
日　

研
）
18
・
12
・
31

圷　
　

安
夫
氏
（
62
卒
・
佐　

和
）
18
・
12
・
31

浅
川　

文
男
氏
（
62
卒
・
水　

戸
）
18
・
12
・
31

飯
田　
　

登
氏
（
62
卒
・
下　

館
）
18
・
12
・
31

◎
結
婚

　
　

お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

◎
定
年
退
職

　
　

ご
苦
労
さ
ま

　
　
　
　

で
し
た

 

会
員
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
家
族
逝
去

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
野　

芳
幸
氏
（
62
卒
・
栃　

木
）
18
・
12
・
31

塩
田　

信
治
氏
（
62
卒
・
佐　

和
）
19
・
1
・
31

佐
藤　
　

勉
氏
（
62
卒
・
那　

珂
）
19
・
1
・
31

澤
畑　

輝
雄
氏
（
62
卒
・
大
み
か
）
19
・
1
・
31

上
村　

賢
吾
氏
（
62
卒
・
大
み
か
）
19
・
1
・
31

青
木　

初
雄
氏
（
62
卒
・
大
み
か
）
19
・
1
・
31

◎
退
職

小
野
崎
悠
介
氏
（
95
卒
・
大
み
か
）
18
・
12
・
31

吉
沢　

健
一
氏
（
97
卒
・
多　

賀
）
18
・
12
・
31

髙
𣘺　

亮
太
氏
（
101
卒
・
日　

高
）
18
・
12
・
31

◎
職
場
変
更

滝
沢　
　

健
氏
（
94
卒
）　
　
　
　

18
・
4
・
1

　
　

神
奈
川
支
部
か
ら
水
戸
支
部
へ

会
田　

隼
也
氏
（
92
卒
）　
　
　
　

18
・
12
・
1

　
　

国
分
支
部
か
ら
土
浦
支
部
へ

◎
本
部
会
員

山
﨑
喜
三
郎
氏
（
39
卒
）　
　
　
　

18
・
11
・
22

楡
井　

康
之
氏
（
39
卒
）　
　
　
　

18
・
12
・
23

矢
田
部
庄
一
氏
（
28
卒
）　
　
　
　

18
・
12
・
29

田
所　

富
男
氏
（
39
卒
）　
　
　
　

19
・
1
・
23

鎌
田　

孝
夫
氏
（
34
卒
）　
　
　
　

19
・
1
・
26

小
野
崎
悠
介
氏
（
95
卒･

大
み
か
）
ご
母
堂
18
・
11
・
12

小
野
崎　

惇
氏
（
98
卒･

水　

戸
）
ご
母
堂
18
・
11
・
12

木
幡　

雅
充
氏
（
70
卒･

国　

分
）
ご
尊
父
18
・
11
・
24

根
本　

和
博
氏
（
79
卒･

水　

戸
）
ご
尊
父
18
・
11
・
24

尾
沼　
　

悟
氏
（
97
卒･

大
み
か
）
ご
尊
父
18
・
11
・
25

佐
々
木
大
輔
氏
（
82
卒･

日　

立
）
ご
母
堂
18
・
11
・
29

佐
々
木
健
太
氏
（
84
卒･

大
み
か
）
ご
母
堂
18
・
11
・
29

岡
田　

昭
文
氏
（
67
卒･

水　

戸
）
ご
尊
父
18
・
12
・
17

槍
崎　

博
幸
氏
（
64
卒･

水　

戸
）
ご
母
堂
18
・
12
・
29

石
井
久
味
男
氏
（
65
卒･

佐　

和
）
ご
子
息
19
・
1
・
14

中
郡　

勝
男
氏
（
70
卒･

佐　

和
）
ご
母
堂
19
・
1
・
20

細
金　
　

敦
氏
（
71
卒･

日　

研
）
ご
尊
父
19
・
1
・
22

新
美　

行
男
氏
（
76
卒･

水　

戸
）
ご
尊
父
19
・
1
・
23

小
圷　

春
人
氏
（
86
卒･

日　

高
）
ご
尊
父
19
・
2
・
2

大
橋　

了
久
氏
（
66
卒･

大
み
か
）
ご
母
堂
19
・
2
・
3

（
技
能
五
輪
全
国
大
会
開
催
期
間
）

誤
・
10
月
27
日
〜
12
月
4
日

正
・
10
月
27
日
〜
11
月
4
日

（
同
窓
生
参
加
数
）

誤

：

55
名

正

：

59
名
（
在
校
生
5
名
含
ま
ず
）

(

敢
闘
賞
入
賞
者
数)

誤

：

敢
闘
賞
9
組
（
10
名
）

正

：

敢
闘
賞
10
組
（
11
名
）

◎
敢
闘
賞

　

構
造
物
鉄
工

（
銀
賞
・
遠
藤 

啓
太
氏
の
職
種
名
）

誤

：

構
造
物
鉄
鋼

正

：

構
造
物
鉄
工

（
最
終
頁
の
技
能
五
輪
競
技
風
景
）

誤

：

抜
き
型　

森
山　

春
貴
（
102
卒
）

正

：

抜
き
型　

森
山　

晴
貴
（
102
卒
）

　

「
構
成
室
用
の
掃
除
機
改
造
に
よ
る

　

清
掃
時
間
の
短
縮
」

社

内

表

彰

武
田　

恵
次
氏

（
77
卒
・
水　

戸
）

◎
馬
場
博
士
発
明
奨
励
賞

　

「
Ｏ
Ｕ
14
マ
シ
ン
組
立
の
効
率
向
上
」

齋
藤　

拡
彬
氏

（
90
卒
・
水　

戸
）

関
根　

涼
介
氏

（
99
卒
・
水　

戸
）

伊
東　

真
広
氏

（
87
卒
・
下　

館
）

支

部

名

変

更

（
旧
）　

Ｓ
Ｈ
カ
ッ
パ
ー

（
新
）　

日
立
金
属
土
浦

森
下　

祥
伍
氏

(

103
卒
・
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
）

４
３
５
号
お
詫
び
訂
正
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